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A－120　タリコのま理化営的剛I(芽s報
　　　噂明亡子短尺　Ｏ小瓶剱っ3-

食　物　61

　旧糾］タケ)コのま遅現零的研究<^ －象tして。前報でly=£分別＼り;ゐ和擲蔵，鼎%の

支化尺つw) マ報告しＲ。今卯^アアノコのき恚刄残長いヽう,き.w遠回し. 名苛位別（光叫

却A～差を奸じj）iﾏぷ姑μ匯ア<J; 或一跨心手番旅アぐノ疲（^貧'"巴ヒtの最終^べ匈c?) ―

つTあ^ ')グ｀゜゛･侶｀量^調ベ．j ら･- 吃の㈹舞,り朔与1 きス，ろり略秀珊喋を哨之しrこ（;1）

で報告すな。

　方臓。c.ア･しコーlレ佃幻

申it入iKﾌﾞ，進琉す^こヒにぶ,リi#島と吸名ごせなり司時にアヽタノ咸を抑ぶしTこ。R 蕗離

ア<^ ) 嵯り悪量：ア･レコー，レ抽痢衰,てつ。，7アぐノ岐をあ恚表吟フロ-zトグラフィーて｀=S.J

芝しrこ。奉卵旨･Z三葉九賎膜カカテ;t 1 を用･･尺。（D）') ダ＝-.の足量：ヱ£のア･レコー･レ

紬刻の践虚tてつ-I 7 A.O.A．C （p.＼-i幻のさ輿iでよフて行なっ政．c 争口C" ^ア:’モ゛ア

リアーゼ（TAい。7エ＝－Iレ7? て>アふモ＝アリアーぜ（pAり遥拝a）利し:アｔト

ンin"ウダーを作賎し醇魚吊性と測えしTこ。

　昴軍，①漉知－アミ）娠,童：阿,だ7 てひ･ヽのが｀今･-でe>i！ﾇﾗt゛ l°゜^ヽあ’リI l°゜’み（全

進Mア々？蔽の(y7外）, C・ ゜＆勿でgr66’｝（6 /% )
^
匹夕’｀戸(>l 怜）, A£万-C 635

付図9弘）r'あっrこ。一is 憾e＼ま最fケしリヾ゛ノ巌の― フで乱り数’^ tn｀磨^^て

M な-nいた。②IJダ゜> /^隻: A s.分Tv'｀最七夕くて新鮮拘lo）g.申1,ろ｝タ戈゛で巳＆

分ダo．81 a ，に　D.£かぶケなく0,3ら恥O.3'? ｔ であっrこ。⑤T/^ら　PAL名性iてつ

v＼て七唆-きすり。

A－121　アキタブキの無機成分の含量にフレ火
　　　　聖霊女短大　○出登悦子　ムm節子　三森一司

　目的　アキタブキ（Petousites　Jdpo祠cus　subsp. ぶ/漑吋eus kita.m. )は,

紋日E?音頭に「優美で豪華な傘の代用にな3j と唄われ, まtz「うすうすと空に日はあり蕗

のゑJ t詠まれひ巧程巨大なキク料多年草で, 鯨田県の特産のーフとして数えられてﾚ:i

るので，数年前かう研究LZと：リφフだ。一方.無機質は微量栄養素ヒして人体の生命維

持や多くの生体反応に･必孝子可欠のものであるが，わが国にはこ蜘こ関･する研究報告屯少

なﾚ^(^)で，アキタブそに含まれる無機質含量吉知リたレ心思レヘこの実験を行なっtZ。

方法　アキタブキには，大フキ（通称ア々タフキ，観賞用アキタフキ), 膏フキ，赤フ

水フキの回姉があると:いわれ討<.大フキにフいては昭4口50算より∬茸まで毎年,そキ，水フキの回趨があ'^い^われが，大フキ･こつし)ては瞬口5眸より∬年まで毎年，
の本場であl秋田制二井田の農家から，また外・55 和こは秋田市内の庭から入手した。生

の:むのについては,葉身・葉柄の各平均的な値を，また葉柄は上斯･ 中射･下静と舒位s･」

にｰも測定し，さらに, tnでrこ場合，塩漬け貯蔵した場合の含量の変化左も調べた。灰今･ぶ

5-タ0°cの電気炉で｀灰化し, 無機成分は原子吸光法によ,つて定量した。

　結果5S外(>月に採取したアキタブキ葉柄/卯^中の無機成分の含量は，灰発/｡^り，

(£//糾阿，晦7＆今り，KlﾌLI呼Te/｡3。n^,Uθ.Z岑，7≫ 2.b町であった。53年に採

取して塩漬け／か年保存したフキをz時間祁でたものIt, /00 p中灰脊3.SH，Cdll.?。i，

Ncu73 6岑, K戟9-呼･feO.rn ・ OjiO,OZvig。Zn O.O‰fCあ■?rz。葉身と葉柄の含量を比

べると葉身の方が多く，

re U.I ma.,lu.u.量はだいたし)において下部より上舒の方カリレ,値

色示した。


